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要旨
本研究では、著者らが所属する短期大学ならびに同大学法人系列の大学の新入生におけ
る入学前のコンピュータリテラシー能力や教育環境の現状を調査し、新入生を対象とした情
報リテラシーのカリキュラム編成や授業内容の充実、教授法の改善等を目的とした基礎的な
データを収集した。分析の結果、学生のコンピュータリテラシー能力は多様でばらつきがあ
ること、学生の所属学科の間でのコンピュータリテラシー能力の差があること等が確認でき
た。なお、この調査結果は教育内容の改善や向上への取り組みの際に寄与すると考える。
キーワード：情報教育、コンピュータリテラシー、オフィスツール、タイピング、資格試験
1　はじめに
我々を取り巻く社会が高度情報化社会として成熟しさらに発展し続けている中、大学・
短期大学などの高等教育機関で情報リテラシーに関する科目や講座、研修会などが開講され
るようになって久しい。文部科学省の『平成 29 年度「学術情報基盤実態調査」』[1] による
と、国公私立大学計 783 大学（国立大学 86、公立大学 89、私立大学 608）のうち、平成
28 年度実績で 740 大学（94.5%）の大学が情報リテラシー教育を実施していた。そのうち
全学生を対象に実施している大学において、「学内 LAN を利用するために必要な操作方法や
ルール」を取り上げている大学は 592 大学（80.0%）、「学内のシステム、アプリケーショ
ンソフトウェア、データベース等の利用方法やルール」を取り上げている大学は 519 大学
（70.1%）であった。また「その他情報技術一般」を取り上げている大学は 310 大学（41.9%）
となった。このように日本国内の 9 割以上の大学が学生に対して情報リテラシー教育を実
施している。
著者らが所属する短期大学においても、他の国公私立大学と同様に、情報リテラシー教
育を実施している。具体的には、毎年 4 月に入学生全員を対象にして学内情報システムや
学内 LAN を利用するために必要な操作方法やルールの説明を行う研修会を実施している。
また、教養科目としてオフィスツールの利活用などを学ぶ情報リテラシー科目や、また一部
の学科の専門科目において、情報セキュリティやその他の情報技術に関する科目を開講して
いる。
現在大学や短期大学に在籍している学生は現行の学習指導要領 [2-4] のもと、小学校、中
学校、そして高等学校と、児童・生徒の発達段階に応じて情報教育を学んでいる。特に、高
等学校での情報教育では、高等学校の各学科に共通する教科・科目として存在する共通教
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科「情報」では、「社会と情報」ならびに「情報の科学」の 2 科目が選択必履修としている
[4]。この共通教科「情報」における各科目の履修率は、平成 27 年度では「社会と情報」が
82.5％、「情報の科学」が 17.5％となる報告 [5] がある。したがって、大学入学時の学生の
コンピュータリテラシー能力は、学生の大学入学前の個々の情報リテラシー／コンピュータ
リテラシーに関する学習歴（高等学校での教科「情報」の履修科目の履修状況やその学習内
容も含む。）に大きく影響されていると考えるのはごく自然であろう。すでに大学入学時の
学生のコンピュータリテラシー能力が多様でばらつきがある状況が指摘されている [6-8] が、
大学生のコンピュータリテラシー能力に関する状況は、現時点でも、以前の指摘時とほとん
ど変化が見られない。また、著者らが所属する短期大学においても、他大学と同様に、学生
のコンピュータリテラシー能力は多様でばらつきが見られている。
2018 年 3 月 30 日に高等学校学習指導要領の全部を改正する告示がされ、2022 年から
新しい学習指導要領が適用される。この改正では高等学校の各学科に共通する教科・科目と
して存在する共通教科「情報」では「情報 I」が必履修となる [9]。これにともない、情報
教育に取り巻く状況も大きく変化していくであろう [10, 11]。よって、新たな学習指導要領
のもとで学んで大学に入学する学生の変化を見据え、大学での情報リテラシー教育も教育課
程の内容の改善や変更などを今後考慮していく必要がある。
本研究では、著者らが所属する短期大学ならびに同じ大学法人が運営する単科大学の新
入生のコンピュータリテラシー能力や教育環境の現状を調査し、新入生を対象とした情報リ
テラシーのカリキュラム編成や授業内容の充実、教授法の改善等を目的とした基礎的データ
を収集した。その調査結果を本稿にて報告する。
なお、本稿の構成は次のとおりである。第 2 章に調査方法について述べる。そして、第
3 章に結果を示す。なお、考察は第 4 章で行う。
2　方法
2.1　調査参加者
調査参加者は、人文・社会科学系を有する山形県立米沢女子短期大学の 2018（平成 30）
年度新入生 272 名と管理栄養士養成課程を有する山形県立米沢栄養大学の新入生 41 名の
合計 313 名である。調査参加者は 1 名の男性（0.3%）と 312 名の女性（99.7%）で構成さ
れていた。
アンケート調査は 2018 年 4 月の入学式以降に設定されていた新入生対象の大学内にお
ける情報システムに関するガイダンスにおいて実施した。なお、新入生は参加するガイダン
スを事前に指定されていた。そこで本研究では、ガイダンスごとの参加者を一つのグループ
としてまとめ、グループの名称をグループ A、グループ B、グループ C、グループ D、グルー
プ E と設定した。アンケート調査実施時における各グループの人数は、グループ A が 111 名、
グループ B は 50 名、グループ C は 56 名、グループ D は 55 名、グループ E は 41 名である。
2.2　調査手順と解析方法
調査にあたり、情報システムに関するガイダンスを担当した教員から新入生に対してア
ンケートの主旨や内容、調査票への記入方法の説明、そして回答は任意である旨の説明を行っ
ている。その後、ガイダンス担当教員から新入生に対して調査票が配布された。配布した調
査票を表 1 に示す。学生は自らの意志で調査協力に同意したうえで回答を行っている。
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表 1.　調査票
【設問 A】パソコンや情報処理関連の検定（資格）試験を受験したことがありますか。
1. はい	 2.	いいえ
【設問 B】自宅でデスクトップパソコンまたはノートパソコンを所有していますか。
1.	所有していない	 	 	 2.	高校卒業後に購入した
3.	高校の時から所有している	 	 4.	中学校の時から所有している
5.	小学校の時から所有している	 6.	幼稚園以前から所有している
【設問 C】週平均でどのくらいの時間をパソコンの使用に当てていますか。	
1.	全く使用していない、または、ほとんど使用していない	 2.	3 時間未満
3.	3 ～ 5時間	 4.	5 ～ 10 時間
5.	10 ～ 15 時間	 6.	15 ～ 20 時間
7.	20 時間以上
【設問D】パソコンの主な使用目的について教えてください。
1.	ホームページ閲覧		 	 2.	メールの送受信
3.	YouTube 等の動画視聴・閲覧	 4.	インターネットショッピング
5.	文書作成	 	 	 6.	データの集計・処理
7.	DVD・CD等の再生	 	 8.	ビデオや画像等の編集・作成
9.	LINE 等の SNS の使用	 	 10.	創作活動（音楽・イラスト等）
11.	ゲーム	 	 	 12.	コンテンツのダウンロード
13.	勉強・学習の補助	 	 14.	ネットバンキング
15.	電子掲示板の閲覧・書き込み	 16.	家計簿
17.	個人情報の管理	 	 	 18.	スケジュール管理
19.	健康データの管理	 	 20.	全く使用していない
21. その他
【設問 E】パソコンキーボードのキーの配置についてどの程度知っていますか。
1.	全く分からない、または、ほとんど分からない	 　2.	あまり分からない
3.	どちらともいえない	 	 	 　4.	ある程度分かる
5.	とてもよく分かる
【設問 F】パソコンのキーボードによるタイピング（入力・打鍵能力）はどの程度できますか。
1.	全く出来ない
2.	キーボードを見ながら片手の人差し指だけを使用する
3.	キーボードを見ながら片手の数本の指を使用する
4.	キーボードを見ながら両手の人差し指だけを使用する
5.	キーボードを見ながら両手の数本の指を使用する
6.	キーボードをチラチラと見ながら両手の数本の指を使用する
7.	キーボードを見ないで両手の数本の指を使用する
【設問 G】パソコンのペイントソフトウェア（ペイント等）に初めて触れた時期について教えてください。
1.	使用したことがない	 	 	 2.	幼稚園
3.	小学校の授業（総合的な学習の時間など）	 4.	中学校の授業（総合的な学習の時間など）
5.	中学校の部活動	 	 	 	 6.	高校の授業
7.	高校の部活動	 	 	 	 8.	高校卒業後
9.	学校以外のパソコン教室等	 	 	 10.	家族の人に教えてもらった
11.	その他
【設問H】パソコンのペイントソフトウェア（ペイント等）の使用・活用能力について教えてください。
1.	使用したことがない
2.	図形の描画（線や円、四角形などを描く等）
3.	やや高度な図形の描画（指定色で領域を塗りつぶす、図形を重ね合わせる等）
4.	写真や画像の編集
5.	その他
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　調査参加者のうち、未回答ならびに記入不備の回答を行った 73 名を除外した。そのため、
最終的な分析対象者は合計 240 名となった。各グループにおける分析対象者の人数はグルー
プ A が 90 名、グループ B は 38 名、グループ C は 39 名、グループ D は 41 名、グループ
E は 32 名であった。
　調査票の回答は統計処理ソフトウェア R version 3.4.4[12] や R パッケージ tidyverse[13]
でデータ処理および分析され、グラフは R パッケージの ggplot2[14] で作成された。
【設問 I】パソコンのプレゼンテーションソフトウェア（パワーポイント等）に初めて触れた時期につい
て教えてください。
1.	使用したことがない	 	 	 2.	幼稚園
3.	小学校の授業（総合的な学習の時間など）	 4.	中学校の授業（総合的な学習の時間など）
5.	中学校の部活動	 	 	 	 6.	高校の授業
7.	高校の部活動	 	 	 	 8.	高校卒業後
9.	学校以外のパソコン教室等	 	 	 10.	家族の人に教えてもらった
11.	その他
【設問 J】パソコンのプレゼンテーションソフトウェア（パワーポイント等）の使用・活用能力について
教えてください。
1.	使用したことがない、または、ほとんどできない
2.	文字や図表を使った簡単なスライド作成ができる
3.	アニメーション設定など、やや高度な使用・活用ができる
4.	スライドマスターを活用するなど、さらに高度な使用・活用ができる
【設問 K】パソコンの文書作成ソフトウェア（ワード等）に初めて触れた時期について教えてください。
1.	使用したことがない	 	 	 2.	幼稚園
3.	小学校の授業（総合的な学習の時間など）	 4.	中学校の授業（総合的な学習の時間など）
5.	中学校の部活動	 	 	 	 6.	高校の授業
7.	高校の部活動	 	 	 	 8.	高校卒業後
9.	学校以外のパソコン教室等	 	 	 10.	家族の人に教えてもらった
11.	その他
【設問 L】パソコンの文書作成ソフトウェア（ワード等）の使用・活用能力について教えてください。
1.	使用したことがない、または、ほとんどできない
2.	文字の入力と書式の設定などの簡単な使用・活用ができる
3.	文字と図表による文書作成までの一般的な使用・活用ができる
4.	差し込み印刷や校閲の設定などのやや高度な使用・活用ができる
5.	ファイルの共有による共同編集作業などのさらに高度な使用・活用ができる
【設問M】パソコンの表計算ソフトウェア（エクセル等）に初めて触れた時期について教えてください。
1.	使用したことがない	 	 	 2.	幼稚園
3.	小学校の授業（総合的な学習の時間など）	 4.	中学校の授業（総合的な学習の時間など）
5.	中学校の部活動	 	 	 	 6.	高校の授業
7.	高校の部活動	 	 	 	 8.	高校卒業後
9.	学校以外のパソコン教室等	 	 	 10.	家族の人に教えてもらった
11.	その他
【設問N】パソコンの表計算ソフトウェア（エクセル等）の使用・活用能力について教えてください。
1.	使用したことがない、または、ほとんどできない
2.	データの入力と書式の設定などの簡単な使用・活用ができる
3.	関数や集計までの一般的な使用・活用ができる
4.	グラフやピポットテーブルの利用などのやや高度な使用・活用ができる
5.	ファイルの共有による共同編集作業などのさらに高度な使用・活用ができる
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3　結果
3.1　パソコンや情報処理に関する資格・検定試験の受験状況
　図 1 にパソコンや情報処理に関する資格・検定試験の受験状況の結果を示す。なお、パ
ソコンや情報処理に関する資格・検定試験は現在のところ多種存在しているため、本研究で
は資格・検定試験の名称や受験級などは特定していない。図 1 から明らかなように、大学
入学前にパソコンや情報処理に関する資格・検定試験を受験していない割合が全てのグルー
プにおいて約 8 割を超えていた。
図 1　パソコンや情報処理に関する検定 ( 資格 ) 試験の受験状況
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3.2　家庭におけるパソコンの所有状況
　図 2 に家庭でのパソコンの所有状況の結果を示す。図 2 の上位 2 位までの回答に着目す
ると、回答の順の並びはグループにより異なるが、全てのグループで「所有していない」、
「高校卒業後に購入した」が回答として出現した。「所有していない」の回答は、グループ
A が 27.8%、グループ B が 55.3%、グループ C が 38.5%、グループ D が 24.4%、グループ
E は 50.0% となっており、グループ全体で 3 割から 5 割程度存在している。「高校卒業後に
購入した」の回答はグループ全体の 2 割から 4 割程度（グループ A：42.2%、グループ B：
21.1%、グループ C：23.1%、グループ D：29.3%、グループ E：21.9%）存在している。こ
れら上位 2 位までの回答の割合を合計すると、全体でおよそ 6 割から 7 割程度になっている。
図 2　家庭におけるパソコンの所有状況
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3.3　パソコンの週当たりの平均使用時間
　学生の 1 週間当たりのパソコンの平均使用時間の状況は図 3 に示している。図 3 より全
てのグループにおいて、「全く使用していない、または、ほとんど使用していない」と回答
した割合が最も高いことが明らかである。その割合はグループ A が 77.8%、グループ B は
86.8%、グループ C が 76.9%、グループ D が 80.5%、そしてグループ E が 93.8% であった。
このことから約 8 割以上の学生がパソコンに向かっていないことが分かった。
　2 番目に回答の割合が高いのは「3 時間未満」の回答である。この回答は全てのグループ
において出現しており、グループ A では 10.0%、グループ B では 7.9%、グループ C では
12.8%、グループ D が 9.8%、そしてグループ E では 3.1% が回答した。
　一方で、グループ A の学生の 1.1% が「15 ～ 20 時間」、グループ E の学生の 3.1% が「10
～ 15 時間」と回答するように、週当たりのパソコンの平均使用時間が長い学生も一部存在
する。
図 3　パソコンの週当たりの平均使用時間
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3.4　パソコンの主な使用目的
　図 4 に学生がパソコンを利用する主な目的の結果を示す。グル プー A では「全く使用していな
い」と回答した割合が 24.4％で一番高かった。次いで「You Tube 等の動画使用・閲覧」(21.1%)、
「ホームページ閲覧」(14.4%) の順で続いた。グループ B において一番割合が高い回答は「全く
使用していない」で 36.8％であった。そして「ホームページ閲覧」(23.7%)、「文書作成」(10.5%)
の順で並んだ。グループ C の上位 3 位までの回答はグループ B の上位 3 位までの回答と同じ回
答が並んだ。その割合は「全く使用していない」が 35.9％、「ホームページ閲覧」が 15.4%、「文
書作成」および「You Tube 等の動画視聴・閲覧」が 10.3% となった。グループ E は上記で述
べた 3 つのグル プーと同様に、一番割合が高い回答は「全く使用していない」で 31.2％であった。
次いで、「ホームページ閲覧」(25.0%) である。3 番目に多かった回答は「インターネットショッピ
ング」、「YouTube 等の動画使用・閲覧」、「DVD・CD 等の再生」が同じ 9.4% で並んだ。一方、
グループ D では、一番割合の高い回答は「YouTube 等の動画使用・閲覧」で 26.8％であった。
次いで、「全く使用していない」(17.1%)、「ホームページ閲覧」(14.6%) の順で続いた。
図 4　パソコンの主な利用目的
08西川79-102.indd   86 2019/01/16   0:48
−87−
西川・伊豆田：短期大学および大学の新入生における入学以前のコンピュータリテラシーについて
3.5　パソコンでのタイピング
3.5.1　キーボードのキー配置の認識
　パソコンのキーボードのキー配置についての学生の認識状況を図 5 に示す。図 5 より全
てのグループにおいて「ある程度は分かる」と回答した割合が最も高いことが明らかである。
その割合はグループ A が 40.0%、グループ B は 42.1%、グループ C が 43.6%、グループ D
が 31.7%、そしてグループ E が 59.4% であった。
　他方、「あまり分からない」と「全く分からない、または、ほとんど分からない」の回答
を合計すると、グループ A は 34.5%、グループ B は 36.8%、グループ C は 33.3%、グルー
プ D は 41.4%、グループ E は 28.1% となっていた。
図 5　パソコンのキーボードのキー配置の認識
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3.5.2　タイピングの状況
　学生のパソコンのキーボードでのタイピングの状況を図 6 に示す。図 6 より上位 2 位ま
での回答は全てのグループにおいて同じとなった。その内容は 1 番目が「キーボードを見な
がら両手の数本の指を使用する」、2 番目が「キーボードをチラチラと見ながら両手の数本
の指を使用する」である。上位 2 位までの回答の割合を合計すると、グループ A が 74.5%、
グループ B が 68.5%、グループ C が 74.4%、グループ D が 78.0%、グループ E が 84.4% であっ
た。このことから約 7 割以上の学生がキーボードを視認状況に関わらず、両手の数本の指
でキーボード入力していることが分かる。
　また、片手のみ（人差し指のみ／数本の指）でキーボード入力を行っている学生も一定の
割合で存在している。指の本数にかかわらず片手入力の回答の割合を合計すると、グループ
A が 13.4%、グループ B が 23.7%、グループ C が 17.9%、グループ D が 7.3%、グループ E が 6.2%
となった。一方で、キーボードを全く視認せずに両手の数本の指でキーボード入力を行う、
いわゆるタッチタイピングを行っている学生も存在しており、グループ A では 3.3%、グルー
図 6　キーボードによるタイピングの状況
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プ C では 2.6%、グループ D では 2.4% の学生がタッチタイピングをしていると回答している。
一部の学生にキーボード入力が「全くできない」と回答した学生もおり、グループ B (2.6%)、
グループ C (2.6%)、グループ D (2.4%) に回答が見られた。
3.6　パソコンのプレゼンテーションソフトウェアの使用
3.6.1　プレゼンテーションソフトウェアに初めて触れた時期
　パソコンにインストールされたプレゼンテーションソフトウェア（例えばマイクロソフト
社の PowerPoint など）に初めて触れた時期についての結果を図 7 に示す。図 7 より回答の
割合が最も高かったのは「中学校の授業」と「高校の授業」に 2 分された。「中学校の授業」
と回答したグループは 3 つあり、その内訳はグループ A（51.1%）、グループ D（48.8%）、
そしてグループ E（37.5%）であった。一方、「高校の授業」と回答したのはグループ B（34.2%）、
グループ D（51.3%）であった。
　上位 2 番目の回答は「小学校の授業」や「中学校の授業」そして「高校の授業」が出現し
図 7　パソコンのプレゼンテーションソフトウェアに初めて触れた時期
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ている。「小学校の授業」が 2 番目に高かったのはグル プー B（28.9%）およびグル プー C (25.6%)
である。「中学校の授業」が 2 番目に高かったのはグループ B (28.9%) である。「高校の授業」
が2 番目に高かったのはグル プーA (27.8%)、グル プー D (39.0%)、そしてグル プー E (34.4%)であっ
た。
　また回答の割合は低いが、プレゼンテーションソフトウェアを家族の人に教えてもらって初め
て使用した学生も存在しており、グル プー A (1.1%) とグル プー C (2.6%) に回答が出現している。
3.6.2　プレゼンテーションソフトウェアの使用・活用能力
　パソコンのプレゼンテーションソフトウェアの使用・活用能力の回答結果を図 8 に示す。
図 8 より全てのグループにおいて回答の割合の高い順が同じとなっていることが明らかで
ある。上位 2 番目までを確認すると、上位 1 番目が「文字や図表を使った簡単なスライド
作成ができる」、上位 2 番目が「アニメーション設定など、やや高度な使用・活用ができ
る」である。上位 2 位までの回答の割合を合計すると、グループ A が 85.5%、グループ B
図 8　パソコンのプレゼンテーションソフトウェアの使用・活用能力の状況
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が 92.1%、グループ C が 76.9%、グループ D が 78.1%、グループ E が 84.4% であった。こ
のことから約 8 割以上の学生がプレゼンテーション発表用資料としてプレゼンテーション
ソフトウェアを使用できることが分かる。
　また回答の割合は低いが、「スライドマスターを活用するなど、さらに高度な使用・活用
ができる」と回答した学生も存在し、グループ A (2.2%) 、グループ C (2.6%)、グループ D 
(2.4%)、そしてグループ E (6.2%) に出現している。
　その一方で「使用したことがない、または、ほとんどできない」と回答する学生も存在し
た。この回答は全てのグループで確認でき、グループ A が 12.2%、グループ B は 7.9%、グルー
プ C が 20.5%、グループ D が 19.5%、そしてグループ E が 9.4% であった。
3.7　パソコンの文書作成ソフトウェアの使用
3.7.1　文書作成ソフトウェアに初めて触れた時期
　図 9 にパソコンにインストールされた文書作成ソフトウェア（例えばマイクロソフト社の
図 9　パソコンの文書作成ソフトウェアに初めて触れた時期
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Word など）に初めて触れた時期についての結果を示す。図 9 の上位 2 位までの回答を確認
すると、グループは大きく 3 つに区分することができる。まず 1 つ目の区分けは回答が「中
学校の授業」、「高校の授業」の順に並んだ集団である。このグループには以下の 3 つのグ
ループが含まれた。グループ A は「中学校の授業」が 54.4%、「高校の授業」が 25.6% であっ
た。グループ C は「中学校の授業」が 35.9%、「高校の授業」が 33.3% であった。グループ
D は「中学校の授業」が 41.5%、「高校の授業」が 31.7% であった。2 つ目の区分けにはグ
ループ B が属しており、「小学校の授業」が 42.1%、「高校の授業」が 36.8% の順に並んだ。
そして 3 つ目の区分けにはグループ E が属しており「中学校の授業」が 40.6%、「小学校の
授業」が 40.6% の順に並んだ。
　また、回答の割合は低いが、「使用したことがない」と回答する学生も存在した。グルー
プ A (1.1%) とグループ C (5.1%) にその回答が出現している。同様に、回答の割合は低いが
文書作成ソフトウェアを家族の人に教えてもらって初めて使用した学生も存在している。グ
ループ A (3.3%) とグループ C (2.6%) およびグループ E (6.2%) にその回答が出現している。
3.7.2　文書作成ソフトウェアの使用・活用能力
　パソコンの文書作成ソフトウェアの使用・活用能力の回答結果を図 10 に示す。図 10 の
上位 2 位までの回答を確認すると、グループは大きく 2 つに区分することができる。まず
1 つ目の区分けは回答が「文字の入力と書式の設定などの簡単な使用・活用ができる」、「文
字と図表による文書作成までの一般的な使用・活用ができる」の順に並んだ集団である。こ
の区分けにはグループ A、グループ B、グループ C の 3 つのグループが含まれた。グループ
A は「文字の入力と書式の設定などの簡単な使用・活用ができる」が 44.4%、「文字と図表
による文書作成までの一般的な使用・活用ができる」が 38.9% であった。グループ B は「文
字の入力と書式の設定などの簡単な使用・活用ができる」が 52.6%、「文字と図表による文
書作成までの一般的な使用・活用ができる」が 28.9% であった。グループ C は「文字の入
力と書式の設定などの簡単な使用・活用ができる」が 35.9%、「文字と図表による文書作成
までの一般的な使用・活用ができる」が 33.3% であった。
　2 つ目の区分けは回答が「文字と図表による文書作成までの一般的な使用・活用ができる」、
「文字の入力と書式の設定などの簡単な使用・活用ができる」の順に並んだ集団である。な
お、この 2 つ目の区分けの回答の並びは 1 つ目の区分けに属するグループの回答の並びの
逆になっている。2 つ目の区分けにはグループ D とグループ E が含まれた。グループ D は「文
字と図表による文書作成までの一般的な使用・活用ができる」が 39.0%、「文字の入力と書
式の設定などの簡単な使用・活用ができる」が 34.1% であった。グループ E は「文字と図
表による文書作成までの一般的な使用・活用ができる」が 59.4%、「文字の入力と書式の設
定などの簡単な使用・活用ができる」が 34.4% であった。
　グループ全体のおよそ 7 割以上の学生が文書作成ソフトウェアの簡単な使用や活用が行
うことができていると回答した一方で「使用したことがない、または、ほとんどできない」
と回答した学生も存在している。この回答は全てのグループで出現しており、回答の割合は
グループ A が 5.6%、グループ B が 10.5%、グループ C が 15.4%、グループ D が 12.2%、グ
ループ E が 6.2% となっている。
　また、「差し込み印刷や校閲の設定などのやや高度な使用・活用ができる」と回答した学
生も存在している。この回答はグループ A (8.9%) 、グループ B (7.9%)、グループ C (15.4%)、
そしてグループ D (12.2%) に出現している。
　なお回答の割合は低いが、「ファイルの共有による共同編集作業などのさらに高度な使用・
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活用ができる」と回答した学生も存在している。グループ A (2.2%) とグループ D (2.4%) に
その回答が出現している。
3.8　パソコンの表計算ソフトウェアの使用
3.8.1　表計算ソフトウェアに初めて触れた時期
　パソコンにインストールされた表計算ソフトウェア（例えばマイクロソフト社の Excel な
ど）に初めて触れた時期についての結果を図 11 に示す。図 11 より上位 2 位までの回答は
全てのグループにおいて同じとなった。その内容は 1 番目が「高校の授業」、2 番目が「中
学校の授業」である。「高校の授業」の回答はグループ A が 53.3%、グループ B が 55.3%、グルー
プ C が 51.3%、グループ D が 61.0%、グループ E が 50.0% となっている。全グループの約
半数の学生が高校の授業で表計算ソフトウェアを初めて触れていた。また、「中学校の授業」
の回答はグループ A が 34.4%、グループ B が 26.3%、グループ C が 33.3%、グループ D が
24.4%、グループ E が 28.1% となっている。約 3 割程度の学生が中学校で表計算ソフトウェ
図 10　パソコンの文書作成ソフトウェアの使用・活用能力の状況
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アに触れる授業を受けていた。
　また全グループ中 4 グループにおいて、上位 3 位の回答が「小学校の授業」となった。
「小学校の授業」の回答はグループ A が 5.6%、グループ B が 10.5%、グループ D が 7.3%、
グループ E が 12.5% となった。およそ 1 割程度の学生が小学校で表計算ソフトウェアに触
れる授業を受けていた。なお、グループ C の「小学校の授業」の回答は 5 番目に出現して
おり、その割合は 2.6% であった。
　その一方で「使用したことがない」と回答した学生も存在している。この回答は全ての
グループで出現しており、その割合はグループ A が 2.2%、グループ B が 2.6%、グループ C
が 7.7%、グループ D が 2.4%、グループ E が 3.1% となった。
　また、回答の割合は低いが、表計算ソフトウェアを家族の人に教えてもらって初めて使用
した学生もいる。グループ A（3.3%）とグループ D（4.9%）にその回答が出現している。
図 11　パソコンの表計算ソフトウェアに初めて触れた時期
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3.8.2　表計算ソフトウェアの使用・活用能力
　パソコンの表計算ソフトウェアの使用・活用能力の回答結果を図 12 に示す。図 12 より
全てのグループにおいて回答の割合が最も高かったのは「データの入力と書式の設定など
の簡単な使用・活用ができる」であった。この回答はグループ A が 47.8%、グループ B が
60.5%、グループ C が 38.5%、グループ D が 39.0%、グループ E が 50.0% となっている。
つまり約半数程度の学生が表計算ソフトウェアの基本的な使い方が行えると回答した。
　「関数や集計までの一般的な使用・活用ができる」の回答については、グループ A (23.3%)、
グループ D (24.4%) では上位 2 番目に高い回答となった。グループ B (13.2%)、グループ C 
(20.5%)、グループ E (12.5%) では、この回答は上位 3 番目に位置していた。つまり表計算
ソフトウェアでの一般的で主たる使用・活用と言える関数や集計の扱いについては、約 2
割程度の学生が行えると回答した。
　「グラフやピポットテーブルの利用などのやや高度な使用・活用ができる」の回答は全て
のグループにおいて上位 4 番目に位置しており、グループ A が 7.8%、グループ B が 7.9%、
図 12　パソコンの表計算ソフトウェアの使用・活用能力の状況
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グループ C が 5.1%、グループ D が 12.2%、グループ E が 12.5% となっている。
　このように全体のおよそ 7 割以上の学生が表計算ソフトウェアの使用や活用が行うこと
ができていると回答しているが、「使用したことがない、または、ほとんどできない」と回
答した学生も全体で 2 割程度存在する。
　また回答の割合は低いが、「ファイルの共有による共同編集作業などのさらに高度な使用・
活用ができる」と回答した学生も存在している。グループ A (2.2%) とグループ D (2.4%) に
その回答が出現している。
3.9　パソコンのペイントソフトウェアの使用
3.9.1　ペイントソフトウェアに初めて触れた時期
　パソコンにインストールされたペイントソフトウェア（例えばマイクロソフト社のペイン
トなど）に初めて触れた時期についての結果を図 13 に示す。図 13 より上位 2 位までの回
答は全てのグループにおいて同じとなった。1 番目の回答が「小学校の授業」である。グルー
図 13　パソコンのペイントソフトウェアに初めて触れた時期
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プ B (55.3%)、グループ C (53.8%)、グループ D (58.5%)、グループ E (56.2%) については約
半数の学生が小学校の授業で初めて触れており、またグループ A では 34.4% の割合となった。
2 番目の回答が「使用したことがない」である。その割合はグループ A が 32.2%、グループ
B が 18.4%、グループ C が 15.4%、グループ D が 17.1%、グループ E が 21.9% となった。
　また、回答の割合は低いが、パソコンのペイントソフトウェアを家族の人に教えてもらっ
て初めて使用した学生もいる。この回答も全てのグループで確認でき、その割合はグループ
A が 4.4%、グループ B が 13.2%、グループ C が 7.7%、グループ D が 2.4%、グループ E が 3.1%
となった。
3.9.2　ペイントソフトウェアの使用・活用能力
　パソコンのペイントソフトウェアの使用・活用能力の回答結果を図 14 に示す。図 14 よ
り全てのグループにおいて「簡単な図形の描画（線や円、四角形などを描く等）」と回答
した割合が最も高いことが明らかである。その割合はグループ A が 41.1%、グループ B は
図 14　パソコンのペイントソフトウェアの使用・活用能力の状況
08西川79-102.indd   97 2019/01/16   0:48
−98−
山形県立米沢女子短期大学紀要　第54号
71.1%、グループ C が 56.4%、グループ D が 39.0%、そしてグループ E が 40.6% であった。
特にグループ B については約 7 割の学生がペイントソフトウェアで簡単な図形の描画がで
きるようだ。
　ペイントソフトウェアを使って「指定色で領域を塗りつぶす、図形を重ね合わせる等のや
や高度な図形の描画」が行える学生も存在し、その割合はグループ A が 16.7%、グループ B
は 7.9%、グループ C が 12.8%、グループ D が 26.8%、そしてグループ E が 21.9% であった。
　また、ペイントソフトウェアで写真や画像の編集も行っている学生も一部存在しており、
グループ A では 8.9%、グループ C では 10.3%、グループ D では 14.6%、そしてグループ E
では 6.2% 存在した。
4　考察
　パソコンや情報処理に関する資格・検定試験の受験状況については、受験していない割合
が全体で約 8 割を超えていた。高度情報化社会として成熟した現代において、大学・短期
大学卒業後の進路となる官公庁や企業などでは、パソコンを扱う業務がかなりの割合を占め
ることは容易に推測できる。ところで、資格は専門性を持っていることを証明する。学生は
卒業後の進路を確定させるための手段の一つとして就職活動を行うが、パソコンや情報処理
に関する資格を取得していることは、就職活動での自己アピールに繋げることができる。著
者らが所属する短期大学では、在学中での資格取得（パソコンや情報処理に関する資格、そ
の他の資格など）の重要性を学生に対して訴えかけ、資格取得支援を全学的に実施している。
今回の結果から、全体の約 8 割の学生が入学時にパソコンや情報処理に関する資格・検定
試験を受験していないことを考慮すると、在学中での資格取得支援に向けたさらなる手立て
を検討していく必要があるだろう。
　家庭でのパソコンの所有状況では、全てのグループで「所有していない」、「高校卒業後に
購入した」の回答が上位 2 位までに出現した。「所有していない」の回答は全体で 3 割から
5 割程度存在しており、「高校卒業後に購入した」の回答は全体の 2 割から 4 割程度存在した。
さて、高校では卒業式の実施を 3 月上旬に設定しているところが多いと考えられる。また、
高校卒業後の進路の一つとなる大学・短期大学では入学式の実施を 4 月初旬に設定してい
ることが大多数である。これら行事の日程を考えると、「高校卒業後に購入した」という回
答については、大学・短期大学での学びに備えて高校卒業から大学・短期大学の入学前まで
の約 1 ヶ月の間に購入したと考えるのが自然であろう。また、パソコンを所有していない
割合がグループ全体の 3 割から 5 割程度存在している状況を考えると、大学・短期大学に
おいては、学生の学習活動や研究活動のために何時でもパソコンが利用できるよう環境整備
を行っていく必要がある。具体的には、パソコンの台数を十分に確保しておくと同時にパソ
コンを自由に利用できる教室（言い換えるならば授業でも使用しない専用のパソコン教室）
の確保が必要となるだろう。なお、パソコンの週当たりの平均使用時間において「全く使用
していない、または、ほとんど使用していない」に回答が集中した理由として、家庭でのパ
ソコンの所有状況の影響を陽に受けていることが考えられる。
　パソコンでのデータや文字入力で欠かせない入力装置はキーボードである。キーボードで
のタイピングに関して、新ヶ江ら [7] は、「情報処理の授業でキーボードでの入力が苦手な
学生が最近多くなったように感じられる。」と述べている。また金井 [8] も「近年、タッチ
タイピングの苦手な学生が増加しているように感じる。」と述べている。この点に関して著
者らも同様の考えを持っており、年々タッチタイピングができないと目される学生の存在を
確認していた。そこでこの事象を確認するため、今回の調査ではキーボードによるタイピン
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グに関連した質問を行った。パソコンでのキーボード入力において基本となるキーの配置の
認識状況の結果では「あまり分からない」と「全く分からない、または、ほとんど分からな
い」の回答が全体で約 3 割程度となった。またキーボードでのタイピングの状況の結果では、
キーボードを全く視認せずに両手の数本の指でキーボード入力を行う、いわゆるタッチタイ
ピングができていると回答する学生が全体でわずか数パーセントのみの存在となった。言い
換えると、タッチタイピングができない学生が大多数存在していることが確認され、複数の
研究者らの考えを裏付ける結果となった。
　今回の調査結果においてパソコンでのタッチタイピングができない学生が大多数存在して
いる理由の一つとして考えられるのがパソコンに触れる時間が少ないことであろう。内閣府
[15] が 2018 年 3 月に公表した「2017 年度青少年のインターネット利用環境実態調査」に
よると、高校生のノートパソコンの利用率は 19.3%、デスクトップパソコンは 7.7% であった。
この両方の利用率を単純に足しても 27.0% にしからならず 3 割に達していない。一方で高
校生のスマートフォンの利用率は 90.8% となっている。この内閣府の調査結果から、高校
生がスマートフォンでのフリック入力に慣れていることは容易に想像がつく。また、実際に
大学生らのスマートフォンでの文字入力の様子を観察しても、彼らはフリック入力の扱いに
長けていることは明白である。金井 [8] は「スマートフォン・タブレットの普及により、タッ
チタイピングをする機会が少なくなっている事が原因と考えられる」と指摘し、また重田ら
[16] も「スマートフォンやタブレット型端末の流行によって，青少年のキーボード離れが
進んだ」と指摘するように、高校生におけるスマートフォンの圧倒的な普及がパソコンでの
タイピングの機会を逸する理由の一つと考えられる。
　若者がパソコンでのタイピングの機会を逸している状況が増え続けているが、パソコンを
利用していく上では、キーボードによるタイピングは欠かすことができない操作である。と
ころで、今回の調査結果では現状ではタッチタイピングは行えないが、タッチタイピング実
施可能な状態にあると言っても過言でない学生が約 7 割以上存在している。著者らの所属
する短期大学では情報リテラシー教育を担当する一部の教員が担当授業において、授業内の
一部の時間をタイピングの時間に割り当てることによるタイピング練習の時間の確保や、タ
イピング課題の提出が授業の単位認定評価の一部とすることで学生がタイピングに取り組む
時間を確保する等を行い、タイピング教育にあたっている。7 割を超すタッチタイピング実
行可能な状態にある学生が実行可能な状態からタッチタイピング実行状態に遷移することが
できるようにするためには、タイピング教育についての扱いを再度検討する余地がある。
　3 つのオフィスツールを初めて触れた時期を確認してみると、文書作成ソフトウェアは「中
学校の授業」が最も多く、表計算ソフトウェアは「高校の授業」が最も多かった。プレゼン
テーションソフトウェアは初めて触れた時期は「中学校の授業」と「高校の授業」が特に多
かった。中学校の授業が多かった理由として考えられるのは、技術・家庭科の技術 [17] の
時間でソフトウェアに触れる機会があったことが考えられる。また総合的な学習の時間 [18]
でもソフトウェアに触れる機会あったと考えられる。中学校では、総合的な学習の時間に職
場体験活動を取り入れることが多い。職場体験活動でのふりかえりやまとめを行う事後活動
の際に、文書作成ソフトウェアやプレゼンテーションソフトウェアを使用したと考えられる。
高校の授業が多かった理由として考えられるのは、高校の各学科に共通する教科・科目とし
て存在する共通教科「情報」の授業や、工業や商業、総合学科といった専門高校での教科・
科目の授業で表計算ソフトウェアを取り上げていることが考えられる。
　学生のプレゼンテーションソフトウェアの使用・活用能力は、簡単なスライド作成はのみ
ならずアニメーションを設定したスライド作成などが行えるようである。しかしながら、プ
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レゼンテーションにデザインの統一感を持たせるために用いる共通書式であるスライドマス
ター（あるいはマスターページ）の設定や自分でスライドマスターをカスタマイズするとこ
ろまでには到達していないようである。よって、大学の授業においてプレゼンテーションソ
フトウェアを取り扱う場合はスライドマスターの活用やカスタマイズ方法なども授業に取り
入れる必要があるだろう。
　学生の文書作成ソフトウェアの使用・活用能力は、文字の入力と書式の設定などの簡単な
使用にとどまらず、文字と図表による文書作成までの一般的な使用が行えるようである。実
際の学生の様子を観察していても、学生が回答するとおりであると感じている。ところで、
企業や官公庁などでの業務に使用されることが多い文書作成ソフトウェアの機能の一つに差
し込み印刷がある。しかしながら、今回の結果からは差し込み印刷の使用方法を知っている
学生の数は少ないようである。学生がレポート作成や論文作成を行っていく際は、文字と図
表による文書作成までの一般的な使用までで十分遂行できるだろう。しかし、企業や官公庁
などでの業務での文書作成ソフトウェアの使用を考慮すると、大学の授業において差し込み
印刷の取り扱いについても授業に取り入れることを検討した方がよいだろう。
　学生の表計算ソフトウェアの使用・活用能力については、大多数の学生はデータの入力や
書式の設定などの簡単な使用・活用は行えるようである。しかし、表計算ソフトウェアでの
一般的で主たる使用・活用と言える関数や集計の扱いについては、約 2 割程度の学生が行
えると回答したのにとどまった。企業や官公庁などでの業務においてもやはり表計算ソフト
ウェアの関数や集計を扱うことが多い。女子大学生のケースに限った先行研究での報告では、
女子大学生は表計算ソフトウェアでの関数や集計の取り扱いに困難さを感じているという指
摘がある [19]。したがって、学生が関数や集計の扱いを問題なく扱えるようになるためには、
授業においては関数や集計を扱う時間数を増やすことや、関数や集計の意味することやその
扱い方を懇切丁寧に教授する必要がある [20]。
　ペイントソフトウェアの利用に関しては、ペイントソフトウェアに初めて触れた時期で
一番回答の割合が高かったのは小学校の授業となった。小学校学習指導要領総則 [21] では、
各教科等の指導に当たる際、児童にコンピュータに慣れ親しむよう指導を行うこととされて
いるため、授業にコンピュータの活用を取り入れる必要がある。だが、全くはじめてパソコ
ンのキーボードから文字入力をすることは、キーボードに慣れること自体に時間がかかるた
め、小学校の低学年・中学年の児童に対する実際の指導場面ではかなり多くの時間を要する
ことが予想される。一方、マウス操作はキーボード入力よりも操作が簡単で、指導も比較的
行いやすい。またペイントソフトウェアでお絵かきをする場合はマウスで直接モニター画面
をなぞりながら絵を描くことができるため児童の興味を引きやすい。例えば授業計画のうち、
単元名を「コンピュータでお絵かきをする」とし、第 1 時の学習活動で児童がはじめてコ
ンピュータを扱う場面でペイントソフトウェアを利用した場合でも、児童がマウス操作で楽
しみながらお絵かきをすることでコンピュータに慣れ親しむ足掛かりとすることもできるた
め、小学校の授業でペイントソフトウェアが扱われたのだろうと考える。
　オフィスツールは大多数の学生が大学入学前までの授業などで触れる機会が数多くある
のに対し、ペイントソフトウェアは授業などで触れる機会が全くなかった学生が 2 割から 3
割程度も存在していた。オフィスツールは大学入学以降も情報リテラシー教育のみならず他
の専門科目や研究などで触れる機会は多数あるが、ペイントソフトウェアは専門科目として
開講しているグラフィックス関連の講義を受講する、あるいは学生が個人的にパソコンでの
イラスト作成や画像処理などに興味を持たない限り、ペイントソフトウェアに触れる機会が
ない可能性がある。
08西川79-102.indd   100 2019/01/16   0:48
−101−
西川・伊豆田：短期大学および大学の新入生における入学以前のコンピュータリテラシーについて
5　終わりに
　本研究では著者らが所属する短期大学ならびに同じ大学法人が運営する単科大学の 2018
年度新入生のコンピュータリテラシー能力や教育環境の現状を調査し、新入生を対象とした
情報リテラシーのカリキュラム編成や授業内容の充実、教授法の改善等を目的とした基礎的
データを収集した。この調査結果は著者らが所属する短期大学や同じ大学法人が運営する単
科大学の今後の情報リテラシー教育の教育プログラムの充実やさらなる改善や向上に寄与す
ると考える。
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